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測 量 船 「 明 洋 」 が 那 覇 へ 入 港 

 ～ 報 道 関 係 者 に 公 開 し ま す ～ 

 

 
 

 

 

 

 
１．日 時 

平成２９年６月２４日（土）午後２時から開始（要事前申込） 
※当日、午後１時３０分までに停泊岸壁前に集合ください。 

２．場 所 

那覇港を予定（停泊場所が決まり次第、改めて御連絡いたします。） 
  ３．要 目 

○総 ト ン 数 ： 550 トン 
○全長×幅×深 ： 60.0ｍ×10.5ｍ×5.0ｍ 
○主な観測機器 ： マルチビーム測深機、表層音波探査装置、海底地殻変動観測装置など 

 

４ ．

注意事項 

・船内の通路・甲板上は、多くの突起物があります。移動の際は十分注意するようにお願いします。 

・船内は滑りやすい所や、急な階段があるため「ハイヒール」・「スカート」等は適しておりません。 

・船内での飲食はできません。また、船内・船外とも禁煙です。 

・船内は撮影禁止のエリアもありますのでご了承願います。 

※取材を希望される場合は、別紙「取材申込書」にて必要事項を記入のうえ、６月２２日（木）午後１

時までに、FAXにより御連絡のほどお願いします。 

※公開時間・場所等が変更または中止となった場合には、頂いた連絡先にて御連絡します。 

《問い合わせ先》 

第十一管区海上保安本部 

海洋情報監理課長  松村 治寿 

０９８－８６７－０１１８(内線2510) 

第十一管区海上保安本部 

平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ８ 日 

 

測量船「明洋」は、海図を更新するために必要な沿岸海域の水深の測量など、様々な 

海洋調査を行っています。下記のとおり、同船及び同船が、八重山列島付近において 

投入予定（６月下旬）の自律型海洋観測装置（ＡＯＶ）※を公開します。 

※太陽光発電や波の力を用いて無人で航行し、海象及び気象を長期間連続的に観測する装置。 

測量船「明洋」 


